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あらたな国民病、慢性腎臓病の病態解明を

目指して:How kidneys fail and regenerate

柳田博士は、研修医時代に、腎臓病学の病因論解明を志して基礎研究の世界に入った。大学院卒業後は
ERATO柳沢オーファン受容体プロジェクト研究員としてGPCRのリガンド探索を行ない、２００４年から独立ラボ
リーダーとして研究室を運営している。本年４月からは、京都大学次世代研究者育成センター「白眉プロジェク
ト」１期生となった。
博士は、腎臓病の病態解明とそれに基づく治療法の開発を目標としており、

① 腎臓病の増悪因子の探索
② 腎臓の内因性再生機構の解明
③ 腎臓病素因決定機構の解明

がラボのテーマである。本セミナーでは、腎臓病がどのようにして悪化するのか、腎臓はどこまで回復しうるの
か、について最新の業績を含め、お話していただく。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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